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 4 事例紹介                                      

 小牧山発掘作業員 
遺構を掘り出し、思いに触れ、 

未来へつなぐ作業をしています。 

 

 主な活動 

どんなに広い現場でも、発掘作業で遺構

を傷つけないためには、人の手による掘削

が必要です。 

発掘作業員は、土を、スコップやクワを

駆使して掘り一輪車で運ぶ、土木作業のよ

うなことから、竹串・竹箆や荒神箒・ブラ

シではぐように取り除く、繊細な工程も行

います。 

小牧山で発掘した遺構は、全ての調査と

記録が終わると、埋め戻し作業を行います。

これは、遺構を風雨による劣化から守る、

将来のための大切な保護処置なのですが、

それより、「見えなくなる」ことを残念に思

う人は少なくありません。 

そんななか小牧山の発掘現場では、埋め

戻す前の様子をできるだけ多くの人へ届け

るため、「見せる発掘」として見学しやすい

高さの安全フェンスを設置したり、公式

facebook を開設して作業状況を発信するな

どの工夫をしています。また時には“石垣

同好会”として、作業員の有志で、イベン

トでの発掘成果報告を行うこともあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業をしながら、石垣の石の形・出

土した位置を記録していましたが、作

業が終了すると遺跡保存のため埋め

戻され、視界から消えてしまいます。 

一念発起して、小牧山城築城に込め

られた先人の技術の素晴らしさを、よ

り多くの人に知ってもらえたらと思

い、模型作りをはじめました。 

発掘作業員 平手 卓 さん 小牧山城の石垣模型  

「れきしるこまき」小牧山城史跡情報館では、

小牧山城の石垣の模型を見ることができます。 

発掘作業員の平手さんが作成したこの模型は、

石垣の内側の構造まで作り込んであり、見る人

に、築城当時の技術の素晴らしさや現場の様子を

伝えてくれます。 


